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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
【 背 景 お よ び 目的 】  

牽 引 泳 は 、泳 者 の 腰に ゴム チ ュ ー ブ な どを 巻 き付 け て 、ゴ ム チ ュ ーブ の張 力 に 抗 う よ うに 泳 ぐレ ジ

ス ト 牽 引 泳 と、パ ー ト ナー が チ ュ ー ブ を巻 き 取り な が ら 推 進 方向 へ と牽 引 さ れ な が ら泳 ぐ アシ ス ト 牽

引 泳 が あ る 。 アシ ス ト牽 引 泳 の 効 果 を検 証 した 研 究 は 希 有 であ る 。  

申 請 者 ら は 、継 続 してア シ ス ト 牽 引 泳の 効 果を 様 々 な 条 件 下で 検 証し て き た 。そ の 結 果 、牽引 装 置

を 用 い て 100N に 設 定 した 負 荷 条 件 下 では 、5 回 の ト レ ー ニ ン グで 泳 パフ ォ ー マ ン ス を高 め るこ と が 明

ら か と な っ た。し か しな が ら 、牽 引装 置 は 高額 で あ り 、取り 扱 い も容 易 で な い た めに 、水泳 の 指 導 実

践 の 現 場 に 導 入す る こと は 困 難 で あ る。ト レ ーニ ン グ 効 果 が 認め ら れた 方 法 を 異 な る条 件 でも 実 証 す

る こ と は 、そ の ト レー ニン グ の 実 施 可 能範 囲 を広 げ る こ と と なり 、結 果的 に ア シ ス ト 牽引 泳 トレ ー ニ

ン グ に よ る 恩 恵を よ り多 く の 泳 者 が 享受 で きる こ と に な る 。  

そ こ で 、本 研 究 で は学 校教 育 現 場 な ど でも 簡 便に 導 入 す る こ とが で き 、か つ 効 率 的 な 泳力 の 向上 が

期 待 で き る チ ュー ブ を用 い た ア シ ス ト牽 引 泳ト レ ー ニ ン グ の効 果 を明 ら か に す る こと を 目的 と し た 。 

【 方 法 】  

被 検 者 は 、競 技 経 験 のな い 一 般 大 学 生 20 名（男 子 11 名 、女 子 8 名 ）と し た 。被検 者 は 無 作為 に ト

レ ー ニ ン グ 実 施群（ TG 群 ）と コ ント ロ ー ル 群（ CG 群 ）に分 類 し た。す べ て の 被 検 者 は 1 回 30 分 の 水

中 ト レ ー ニ ン グを 計 5 回 実 施 し た 。本 研 究 で 効果 の 実 証 を 試 みた 、TG 群 の み を 対 象 とし た 牽引 チ ュ ー

ブ を 用 い た ト レー ニ ング 以 外 は 、両 群 と も に同様 の 内 容 と し た 。な お 、TG 群 の ア シ ス ト チ ュ ーブ ト レ

ー ニ ン グ の 代 わり に 、CG 群 は 同 じ 時 間・回 数・強 度 で チ ュ ー ブを 用 いな い 自 身 の 通 常泳 ト レー ニ ン グ

を 実 施 し た 。TG 群 の み実 施 し た 牽 引 チュ ー ブト レ ー ニ ン グ は 、25m を 6 回 と し 、同 様 の 牽引 者 が 張 力

を 約 80N か ら 開 始 し て 、120bpm 程 度 の テ ン ポ を維 持 し な が ら 行っ た 。アシ ス ト チ ュ ー ブト レ ーニ ン グ

の 効 果 を 検 証 する た めに 、 ト レ ー ニ ング 前 後に 最 大 努 力 に よ る 25m ク ロ ー ル 泳 を 2 回 行 った 。 1 回 は

無 負 荷 と し 、も う 1 回 は 、男 子 は 13.4N、女 子 は 8.9N の 負 荷 に よ る レ ジス ト 牽 引 泳 と した 。測 定項目

は 、 体 幹 部 横 断面 積 、泳 速 度 、 ス ト ロー ク 指標 、 抵 抗 係 数 およ び 抵抗 指 数 と し た 。  

【 結 果 お よ び 考察 】  

ト レ ー ニ ン グ グル ー プに お け る ス ト ロー ク 指標 は 、 ト レ ー ニン グ 前（ 41.4±6 .0  s t ro kes /min） よ り

も ト レ ー ニ ン グ後（ 44.89±4 .9  s t ro kes /min）の 方 が 有 意 に 増 大し た 。しか し 、そ れ 以 外 の 指標 に有 意

差 は 認 め ら れ なか っ た。 本 研 究 よ り 得ら れ た結 果 は 、 Girold et al.（ 2006） の 競 泳選 手 を対 象 と し

た チ ュ ー ブ を 用い た アシ ス ト 牽 引 泳 トレ ー ニン グ の 効 果 を 指示 す るも の で あ っ た 。こ の 一方 で 、

Moriyama et al.（ 2018） の 一 般 大 学 生を 対 象に 牽 引 装 置 を 用い た アシ ス ト 牽 引 泳 トレ ー ニン グ の 効

果 と は 対 照 的 な結 果 とな っ た 。以 上 を 総 じて 、牽 引 装 置 と チ ュー ブ とを 用 い た 検 陰 影ト レ ーニ ン グ に

よ っ て 得 ら れ る効 果 が異 な る こ と が 示唆 さ れた 。こ の 理 由 と し て 、牽引 負 荷 の 相 違 が挙 げ られ る 。す

な わ ち 、牽 引 装 置 を用 いた ト レ ー ニ ン グは 、ト レー ニ ン グ の 開 始か ら 終了 ま で の 牽 引 負荷 が 一定 し て

100N で あ る の に 対 し 、チュ ー ブ を 用 い たト レ ーニ ン グ で は チ ュー ブ 自体 の 弾 性 エ ネ ルギ ー がト レ ー ニ

ン グ の 進 行 度 合い と 共に （ 泳 距 離 ） 低下 す るた め で あ る と 考え ら れる 。  

【 結 論 】  

チ ュ ー ブ を 用 いた ア シス ト 牽 引 泳 ト レー ニ ング は 、 80N 程 度 の 張 力より 実 施 す る 条 件だ と 泳者 の パ

フ ォ ー マ ン ス を向 上 させ る こ と は で きな い こと が 明 ら か と なっ た 。  

【研究成果発表方法】 

本研究成果は、申請者の交友関係のあるポルトガルの水泳研究チームとの共同研究とし

て、 2020 年度ヨ ー ロッパス ポーツ科 学 会での発 表として 採 択された （演題名 は 「 The 
effects of  assisted swim training using elastic  tubes on beginner col legiate  
swimmers」である）。現在は、本研究結果より導き出された仮説（牽引負荷の相違がキ

ャッチ動作に影響を及ぼす）を検証する実験の計画を進めている。  
※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


